
コ
ン
ミ
ュ
ニ
オ
ン
の
意
義
と
展
開

ー
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
・
ス
ミ
ス
か
ら
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
へ
i

菅

康
　
弘

は
じ
め
に

　
　
　
一
九
一
三
年
あ
る
会
合
の
席
上
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
宗
教
と
社
会
の
関
係
及
び
二
つ
の
領
域
に
定
立
す
る
意
識
の
交
わ
り
（
8
ヨ
ヨ
『

　
　
鼠
窪
O
①
ω
8
諺
。
δ
琴
Φ
。
・
）
の
意
義
づ
け
に
つ
い
て
、
宗
教
学
者
ラ
シ
ュ
リ
エ
と
激
し
い
討
論
を
繰
り
広
げ
て
い
た
。

　
　
　
「
す
べ
て
の
集
合
的
な
生
が
産
み
出
す
精
神
的
沸
騰
の
中
に
あ
る
創
造
力
の
す
べ
て
を
感
じ
る
な
ら
ば
、
宗
教
に
つ
い
て
ど
ん
な
高
尚

　
　
な
観
念
を
抱
こ
う
と
も
、
宗
教
と
集
合
的
な
生
の
ど
ち
ら
が
ど
ち
ら
を
説
明
で
き
る
か
を
あ
ら
か
じ
め
断
言
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
す

　
　
べ
て
の
社
会
的
な
生
が
内
包
す
る
意
識
の
交
わ
り
は
、
知
的
生
活
の
領
域
で
も
実
際
の
生
活
の
領
域
で
も
あ
ら
ゆ
る
非
人
格
的
な
生
の
源

　
　
泉
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
こ
の
非
人
格
的
・
超
個
人
的
な
生
を
生
き
る
適
性
こ
そ
が
人
間
性
の
一
つ
の
特
徴
、
人
間
を
動
物
性
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
　
ら
最
も
区
別
す
る
特
徴
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
」
と
語
る
デ
ュ
ル
ヶ
ー
ム
に
対
し
、
ラ
シ
ュ
リ
エ
は
こ
の
見
解
を
認
め
る
余
地
を
残
し

　
　
な
が
ら
も
真
っ
向
か
ら
否
定
す
る
。
「
意
識
の
交
わ
り
は
確
か
に
存
在
す
る
。
た
だ
そ
れ
は
宗
教
と
は
別
物
で
あ
る
。
宗
教
と
い
う
こ
と

　
　
に
よ
っ
て
、
私
は
、
社
会
の
状
態
の
変
化
に
と
も
な
っ
て
あ
ま
り
に
も
明
白
に
変
化
す
る
宗
教
的
行
事
や
特
定
の
信
念
を
意
味
し
よ
う
と

　
　
は
お
も
わ
な
い
。
真
の
宗
教
は
、
い
か
な
る
社
会
的
接
近
か
ら
も
生
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
宗
教
の
中
に
は
あ
ら
ゆ
る
外
的

　
　
所
与
の
根
本
拒
絶
、
従
っ
て
自
然
及
び
集
団
両
方
か
ら
の
離
脱
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
宗
教
的
な
魂
は
社
会
集
団
の
外
に
、
そ
こ
か
ら
離

436　
　
　
　
　
　
コ
ソ
ミ
ュ
ニ
オ
ソ
の
意
義
と
展
開
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
九
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九
〇

れ
た
と
こ
ろ
に
存
在
す
る
し
、
ま
た
と
き
に
は
そ
れ
を
拒
絶
す
る
か
た
ち
で
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
も
ま
た
意
識
の
交
わ
り
か
ら
ひ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

だ
せ
る
の
で
は
な
い
か
。
」
と
反
駁
す
る
。

　
こ
の
討
論
の
一
端
か
ら
も
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
両
者
の
問
に
は
社
会
観
・
宗
教
観
に
超
え
が
た
い
溝
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
ラ
シ
ュ
リ
エ
に
お
い
て
は
宗
教
と
は
個
人
の
努
力
・
献
身
・
鍛
錬
に
そ
の
根
拠
を
み
い
だ
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
責
問
が
接

近
す
べ
き
神
と
は
、
純
粋
に
個
人
意
識
の
内
部
に
の
み
実
在
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
社
会
と
は
あ
く
ま
で
宗
教
的
精
神
に
と
っ
て

は
障
害
と
も
な
る
俗
的
自
然
と
し
て
措
定
さ
れ
て
お
り
、
従
っ
て
宗
教
的
営
為
と
は
い
か
な
る
社
会
的
影
響
も
、
更
に
は
自
然
的
事
物
を

も
撲
除
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
対
し
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
に
と
っ
て
は
、
後
に
詳
述
す
る
よ
う
に
、
社
会
と
は
聖
な
る
も

の
の
源
泉
で
あ
り
、
道
徳
の
範
型
で
あ
り
、
ひ
い
て
は
社
会
そ
の
も
の
が
聖
な
る
も
の
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
。
そ
の
結
果
、
宗
教
的
営

為
は
徹
頭
徹
尾
集
合
的
に
構
成
さ
れ
ざ
る
を
え
ず
、
宗
教
に
お
け
る
固
有
の
神
観
念
に
し
て
も
、
ラ
シ
ュ
リ
エ
が
超
俗
の
偉
大
な
る
神
を

想
定
し
巷
閲
で
崇
拝
さ
れ
る
神
々
を
退
け
る
の
に
対
し
、
激
し
い
非
難
を
浴
び
せ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
正
反
対
と
も
い
え
る
両
者
の
討
論
も
、
あ
る
、
一
点
、
コ
ン
ミ
ュ
ニ
オ
ソ
の
存
在
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
合
意
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
確
か
に
宗
教
性
と
社
会
性
の
根
源
に
二
つ
を
リ
ソ
ノ
す
る
も
の
と
し
て
、
コ
ン
ミ
ュ
町
立
ソ
に
そ
の
重
要
な
意
義
を
見
出
す

デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
に
対
し
、
ラ
シ
ュ
リ
エ
に
お
い
て
は
そ
の
存
在
を
認
め
つ
つ
も
社
会
性
か
ら
は
切
り
離
さ
れ
て
い
る
が
、
最
後
の
塗
下
か

ら
も
理
解
で
き
る
よ
う
に
、
宗
教
的
な
魂
の
純
粋
性
を
保
持
す
る
上
で
コ
ン
ミ
ュ
ニ
オ
ソ
は
重
要
な
役
割
を
演
じ
て
お
り
、
決
し
て
宗
教

性
か
ら
は
完
全
に
切
り
離
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
一
九
一
三
年
の
会
合
で
は
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
ラ
シ
ュ
リ
エ
と
の
議
論
に
先
立
っ
て
、
同
席
の
ド
ラ
ク
ロ
ワ
と
、
別

の
角
度
か
ら
コ
ソ
ミ
ュ
ニ
オ
ン
に
つ
い
て
討
論
し
て
い
る
。
す
．
な
わ
ち
、
「
（
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
）
宗
教
を
優
れ
た
現
実
（
δ
み
巴
。
鷲

㊦
×
8
竃
9
。
）
と
し
て
み
て
お
り
、
人
間
の
交
わ
り
（
8
薯
舅
巨
雲
門
ω
ぎ
ヨ
ヨ
Φ
ω
）
に
基
礎
づ
け
て
い
る
」
と
い
う
ド
ラ
ク
ロ
ワ
の
コ
メ
ン

ト
に
対
し
、
「
人
間
の
交
わ
り
は
優
れ
た
現
実
な
の
で
は
な
く
、
た
だ
単
に
現
実
で
あ
る
、
…
…
し
か
も
道
徳
的
現
実
（
『
ひ
帥
一
一
梓
①
　
冨
P
O
『
効
一
〇
）



　
（
3
）

で
あ
る
」
と
彼
は
回
筈
し
て
い
る
。

　
ラ
シ
ュ
リ
エ
と
の
討
論
で
浮
び
上
が
っ
た
意
識
の
交
わ
り
、
ド
ラ
ク
ロ
ワ
へ
の
返
答
に
み
ら
れ
る
人
間
の
交
わ
り
1
確
か
に
コ
ソ
ミ
ュ

ニ
オ
ン
に
村
す
る
形
容
句
に
は
相
違
は
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
こ
の
概
念
の
位
置
づ
け
は
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
中
で
も
微
妙
な
揺
れ
を
み
せ

て
い
る
。
ラ
シ
ュ
リ
エ
と
の
討
論
に
お
い
て
は
、
人
間
の
社
会
性
ま
た
は
非
人
格
的
領
域
の
源
泉
と
し
て
コ
ソ
ミ
ュ
ニ
オ
ソ
は
特
別
の
地

位
を
与
え
ら
れ
た
「
優
れ
た
現
実
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
否
め
な
い
の
に
対
し
、
ド
ラ
ク
ロ
ワ
へ
の
返
答
で
は
そ
の
地
位
は
剥
奪
さ
れ

別
の
角
度
、
道
徳
性
の
観
点
か
ら
考
え
ら
れ
て
い
る
。
な
る
ほ
ど
デ
ュ
ル
ヶ
ー
ム
に
お
い
て
は
モ
ラ
リ
テ
は
終
生
一
貫
し
た
社
会
学
の
主

題
で
あ
り
、
狭
義
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
、
利
己
的
動
機
に
よ
る
社
会
学
的
説
明
を
厳
し
く
糾
弾
し
続
け
た
。
し
か
し
、
殊
、
晩
年
の
薯
作
に
お

い
て
は
、
彼
は
す
ぐ
れ
て
道
徳
的
な
も
の
が
優
れ
た
社
会
的
現
実
で
あ
る
と
語
っ
た
こ
と
は
な
く
、
あ
く
ま
で
人
間
自
体
を
道
徳
的
領
域

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

と
非
道
徳
的
領
域
を
内
包
し
た
絶
対
的
な
内
的
矛
盾
を
抱
え
た
存
在
と
し
て
と
ら
え
て
い
た
。

　
本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
コ
ン
ミ
ュ
ニ
オ
ソ
を
め
ぐ
る
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
自
身
に
み
ら
れ
る
微
妙
な
揺
れ
、
及
び
一
方
で
孤
独
の
営
為
を
重

視
す
る
ラ
シ
ュ
リ
エ
と
他
方
で
集
合
性
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
と
い
う
全
く
相
反
す
る
議
論
の
展
開
の
中
で
独
自
に
固
有

の
位
置
を
占
め
る
コ
ン
ミ
ュ
ニ
オ
ン
を
、
そ
の
学
説
史
的
系
譜
を
中
心
に
置
き
な
が
ら
、
そ
の
構
造
と
意
味
と
を
考
察
す
る
こ
と
を
課
題

と
す
る
。
そ
の
際
、
本
稿
の
主
題
で
あ
る
こ
の
概
念
の
宗
教
学
か
ら
社
会
学
へ
の
流
れ
を
、
主
と
し
て
『
宗
教
生
活
の
原
初
形
態
』
を
中

心
と
す
る
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
宗
教
社
会
学
に
お
け
る
儀
礼
論
と
集
合
的
沸
騰
論
の
文
脈
に
お
い
て
検
証
し
、
同
時
に
彼
に
多
大
な
影
響
を
与

え
た
と
い
わ
れ
る
宗
教
民
族
誌
学
老
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
・
ス
ミ
ス
、
及
び
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
門
下
で
あ
り
、
ま
た
彼
に
先
立
っ
て
ユ
ニ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
　
　
（
6
）
（
7
）

な
供
犠
論
を
展
開
し
た
ユ
ベ
ー
ル
と
モ
ー
ス
の
論
考
を
参
照
す
る
。
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（
1
）

国
自
δ
U
霞
窪
且
β
譲
受
．
い
Φ
冥
。
σ
蒜
ヨ
Φ
冨
蕃
隻
Φ
二
9
脅
9
犀
ひ
畠
①
訂
会
堂
ξ
Φ
騒
客
鉱
石
ド
↓
①
×
8
ω
日
。
8
Φ
．
卜
。
o
■

コ
ン
ミ
ュ
ニ
オ
ソ
の
意
義
と
展
囲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
一

切
S
「
宗
教
問
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九
二

　
題
と
人
間
性
の
二
元
性
」
小
関
藤
一
郎
編
・
訳
『
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
宗
教
社
会
学
論
集
』
（
行
路
社
）
所
収
二
四
四
頁

（
2
）
　
U
葺
写
9
罫
一
曾
ω
”
や
鴇
“
二
四
五
頁

（
3
）
囲
匪
q
‘
や
・
。
Φ
二
三
四
頁

（
4
）
　
『
宗
教
生
活
の
原
初
形
態
』
（
国
邑
δ
∪
¢
藁
冨
一
望
お
一
ト
。
植
U
霧
蜀
。
同
旨
。
ω
両
一
σ
ヨ
①
纂
鋤
罵
Φ
ω
号
す
≦
㊦
舛
。
一
編
。
¢
ω
ρ
古
野
清
人
訳
岩
波
書
店
）

　
　
に
は
以
下
の
記
述
が
あ
る
。
宗
教
に
お
い
て
措
定
さ
れ
て
い
る
「
邪
悪
な
存
在
は
、
そ
の
一
側
面
か
ら
眺
め
た
社
会
そ
の
も
の
で
あ
る
」
（
唱
・

　
　
紹
〇
直
向
十
五
頁
）
す
な
わ
ち
「
宗
教
は
現
実
社
会
の
イ
マ
ー
ジ
ュ
で
あ
る
」
か
ぎ
り
、
「
宗
教
は
宗
教
な
り
に
現
実
主
義
的
で
あ
る
」
（
ワ
①
O
一
”
三

　
　
三
一
頁
）
。
こ
こ
に
は
無
条
件
の
賞
賛
を
前
提
と
し
た
宗
教
観
や
神
観
念
は
な
い
。
人
間
は
道
徳
的
存
在
で
あ
る
か
ぎ
り
、
絶
対
的
な
内
的
矛
盾
を

　
　
抱
え
て
生
き
て
い
る
。

ハ
5
）
寓
震
。
鮎
ヨ
碧
ω
。
・
色
目
2
ユ
訟
昌
2
肯
し
。
。
⑩
P
．
浮
ω
巴
ω
霞
貯
津
ε
冨
①
二
伊
h
。
き
離
9
含
鈴
。
同
旨
8
．
三
窪
ω
ω
臼
藝
冨
の
6
。
ヨ
。
山
”

　
　
小
関
藤
一
郎
訳
『
供
儀
』
（
法
政
大
学
出
版
局
）

（
6
）
　
ロ
ソ
ミ
ュ
ニ
オ
ソ
の
研
究
は
社
会
学
に
お
い
て
は
極
め
て
稀
で
あ
る
。
こ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
あ
げ
ら
れ
る
業
績
と
し
て
は
、
先
ず
ギ
ュ
ル
ヴ

　
　
ィ
ッ
チ
の
も
の
が
あ
る
。
Q
①
o
薦
①
O
霞
5
8
貫
お
①
。
。
矯
い
”
＜
0
8
二
〇
質
＞
o
ε
亀
¢
α
①
一
9
ω
0
9
9
0
σ
q
δ
↓
o
ヨ
①
9
一
．
寿
里
茂
訳
（
部
分
訳
）
『
社

　
　
会
学
の
現
代
的
課
題
』
（
青
木
書
店
）
ま
た
、
O
①
o
薦
¢
O
葺
≦
8
貫
お
O
P
．
い
①
算
。
三
曾
6
畠
の
貯
8
諺
。
一
箪
8
8
一
δ
。
口
く
Φ
匿
p
ω
一
p
ω
。
9
0
・

　
　
ざ
σ
q
δ
旦
o
U
霞
評
び
島
影
．
い
ρ
＜
o
o
p
江
。
舞
＞
o
ε
Φ
躍
。
鳥
Φ
冨
ω
0
9
巳
。
σ
q
δ
↓
o
ヨ
①
’
ト
っ
。
た
だ
し
、
　
ギ
ュ
ル
ヴ
ィ
ッ
チ
の
コ
ン
ミ
ェ
ニ
オ
ソ
」
概
念
は

　
　
彼
憂
欝
の
壮
大
な
理
論
体
系
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
た
め
、
　
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
・
ス
ミ
ス
か
ら
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
へ
の
学
説
史
的
展
開
を
主
と
す
る
本

　
　
稿
で
は
直
接
に
扱
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
ま
た
、
日
本
人
の
手
に
よ
る
業
績
と
し
て
は
、
中
久
郎
『
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
社
会
理
論
』
（
踊
帯
社
）

　
　
㎜
九
七
九
年
、
中
島
道
男
「
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
く
制
度
V
理
論
一
〈
制
度
化
さ
れ
た
制
度
V
の
創
造
と
活
性
化
」
（
『
ソ
シ
オ
ロ
ジ
』
第
三
十
一

　
　
巻
鏡
二
号
、
「
九
八
六
年
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
7
）
　
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
・
ス
ミ
ス
か
ら
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
へ
の
系
譜
関
係
は
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
、
特
に
宗
教
論
を
論
じ
た
も
の
に
広
く
散
見
で
き
る
が
、

　
　
た
だ
ま
と
ま
っ
た
論
述
は
、
コ
ン
ミ
ュ
一
丁
ソ
の
議
論
と
同
様
、
稀
で
あ
る
。
た
だ
数
少
な
い
中
で
あ
げ
る
と
す
れ
ば
、
ル
ー
ク
ス
と
ピ
ッ
ヵ
リ

　
　
ン
グ
の
業
績
が
あ
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
Q
Q
置
く
魯
U
鼻
①
ω
婚
肖
り
刈
Q
。
”
勝
録
鵠
Φ
U
＝
芽
び
蝕
勇
一
霞
ω
虹
融
，
・
鼠
≦
o
芽
唖
》
霞
ω
8
嵩
6
巴
要
地
9
一
貯
ざ
巴



ω
ヨ
身
、
≦
・
ω
．
明
．
国
舞
Φ
二
⇒
瞬
6
。
。
蒔
し
）
口
『
写
9
ヨ
、
。
。
o
Q
o
g
o
δ
尊
o
h
菊
①
茜
δ
口
。
こ
れ
ら
は
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
生
涯
と
そ
の
社
会
理
論
・

宗
教
理
論
の
構
成
過
程
を
詳
細
に
論
じ
た
労
作
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
系
譜
過
程
に
焦
点
を
絞
っ
た
も
の
と
し
て
は
、
男
。
び
Φ
詳
≧
琶
冒
づ
①
ρ

　
お
。
。
ど
、
麺
。
び
。
博
ω
霧
ω
ヨ
騨
罫
U
¢
鱒
ン
の
陣
ヨ
雪
儀
。
。
φ
自
鰯
8
“
碧
寓
ω
げ
。
ユ
。
巴
8
纂
①
碁
3
吋
↓
冨
田
①
ヨ
Φ
緊
母
矯
聞
。
壇
ヨ
ω
o
臨
子
①
切
⑦
囲
凝
6
器

　
ピ
嘗
Φ
．
H
o
ξ
昌
巴
o
h
子
Φ
頃
δ
8
蔓
。
｛
芸
㊦
b
d
ω
冨
謀
白
豆
し
Q
o
δ
部
8
く
。
い
一
N
目
切
幹
b
。
を
参
照
の
こ
と
。

＊
　
な
お
、
「
コ
ン
ミ
ュ
ニ
オ
ン
8
ヨ
三
面
三
〇
昌
」
の
訳
に
は
、
例
え
ば
「
交
わ
り
」
、
「
交
霊
」
、
「
交
通
」
、
「
合
一
（
態
）
」
、
「
一
致
」
、
「
融
合
（
態
）
」

な
ど
、
訳
者
・
論
者
に
よ
っ
て
様
々
な
用
語
が
あ
る
。
し
か
し
本
稿
で
は
、
原
則
と
し
て
「
交
わ
り
」
に
統
一
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
先
ず

　
「
交
通
」
に
は
8
ヨ
ヨ
¢
巳
＄
二
〇
p
を
あ
て
た
こ
と
、
そ
し
て
詳
細
は
第
四
節
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
る
が
、
そ
の
他
の
訳
語
は
コ
ン
ミ
ュ
ニ
オ
ン

概
念
が
含
意
す
る
二
つ
の
視
角
を
十
分
に
表
現
で
き
な
い
か
、
ま
た
は
意
味
が
弱
い
と
思
わ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
　
一
応
引
用
等
、
「
交
わ
り
」
以

外
の
訳
を
使
用
し
た
箇
所
に
お
い
て
は
そ
の
都
度
明
示
し
て
い
る
。
た
だ
筆
者
と
し
て
は
、
「
交
わ
り
」
と
い
う
統
…
的
用
語
を
使
用
す
る
の
は
、

あ
く
ま
で
暫
定
的
な
見
解
に
も
と
つ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
は
断
っ
て
お
き
た
い
。

二

宗
教
学
か
ら
社
会
学
へ

ー
ロ
バ
ー
ト
ソ
ソ
・
ス
ミ
ス
の
供
犠
論
に
お
け
る
コ
ソ
ミ
ュ

ニ
オ
ソ
ー

　
　
　
そ
も
そ
も
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
が
強
調
し
て
や
ま
な
い
コ
ン
、
ミ
ュ
口
窄
ン
と
は
、
元
来
キ
リ
ス
ト
教
に
お
い
て
、
血
と
肉
と
を
象
徴
す
る
パ

　
　
ソ
と
葡
萄
酒
を
媒
介
に
聖
体
を
拝
領
す
る
ミ
サ
で
あ
る
。
し
か
し
社
会
学
に
お
い
て
は
、
こ
の
概
念
は
キ
リ
ス
ト
教
の
一
儀
礼
を
指
示
す

　
　
る
も
の
で
は
も
は
や
な
い
。

　
　
　
コ
ン
ミ
ュ
ニ
オ
ソ
概
念
が
社
会
学
へ
導
入
さ
れ
、
ひ
い
て
は
非
キ
リ
ス
ト
教
的
世
界
の
研
究
に
も
適
用
さ
れ
る
端
緒
と
な
っ
た
の
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
　
旧
約
聖
書
学
の
研
究
で
知
ら
れ
る
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
・
ス
ミ
ス
で
あ
る
。
そ
の
主
著
『
セ
ム
族
の
宗
教
に
関
す
る
講
義
』

　
　
は
供
犠
の
理
論
的
研
究
に
新
た
な
道
を
開
く
こ
と
に
な
っ
た
。
デ
ュ
ル
ケ
！
ム
は
一
八
九
三
年
の
最
初
の
著
作
以
来
、
個
々
の
中
心
的
課

476　
　
　
　
　
　
コ
ン
ミ
ュ
ニ
オ
ン
の
意
義
と
展
開
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
三
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哲
学
研
究
　
第
五
百
五
十
八
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

題
と
は
独
立
し
て
折
り
に
ふ
れ
て
宗
教
の
も
つ
共
同
性
へ
の
意
義
を
説
い
て
い
た
が
、
一
九
〇
七
年
の
書
簡
に
示
唆
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

一
八
九
五
年
こ
の
著
作
に
出
会
う
こ
と
で
宗
教
研
究
の
方
法
と
対
象
に
「
啓
示
」
を
受
け
「
方
向
転
換
」
を
果
た
し
た
と
述
懐
し
て
い
る
。

彼
は
一
部
で
は
ス
ミ
ス
の
研
究
を
ダ
イ
レ
ク
ト
に
、
ま
た
一
部
で
は
彼
に
先
立
っ
て
独
自
の
供
犠
論
を
展
開
し
て
い
た
モ
ー
ス
と
ユ
ベ
ー

ル
の
論
考
を
参
照
し
な
が
ら
、
集
合
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
た
つ
宗
教
と
社
会
と
の
関
係
に
関
す
る
、
当
時
と
し
て
は
か
な
り
挑
戦
的
な
命

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

題
、
「
社
会
が
そ
の
成
員
に
お
け
る
は
、
神
と
そ
の
信
者
に
お
け
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
」
、
す
な
わ
ち
氏
族
と
い
う
一
個
の
社
会
に
お
い

て
崇
拝
さ
れ
て
い
る
ト
ー
テ
ム
が
「
同
蒔
に
神
と
社
会
と
の
象
徴
で
あ
る
と
す
る
な
ら
、
神
と
社
会
と
は
一
つ
の
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

（
4
）
か
」
と
提
起
す
る
に
到
っ
た
。

　
そ
こ
で
こ
う
し
た
デ
ュ
ル
ケ
：
ム
に
お
け
る
宗
教
と
社
会
に
関
す
る
理
論
展
開
を
念
頭
に
、
本
節
で
は
主
と
し
て
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
・
ス

ミ
ス
の
宗
教
論
の
中
に
、
二
人
の
研
究
に
お
け
る
中
心
的
焦
点
や
ア
プ
ロ
ー
チ
の
方
法
を
参
照
し
な
が
ら
、
コ
ン
ミ
ュ
ニ
オ
ン
概
念
が
宗

教
学
か
ら
社
会
学
へ
継
承
さ
れ
る
過
程
及
び
共
通
の
基
盤
を
論
じ
て
み
た
い
。

　
片
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
社
会
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
ト
ー
テ
ミ
ズ
ム
、
片
や
古
代
セ
ム
族
の
供
犠
と
い
う
研
究
対
象
の
違
い
こ
そ
あ
れ
、
デ
ュ

ル
ケ
ー
ム
と
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
・
ス
ミ
ス
と
の
間
に
は
、
そ
の
研
究
の
焦
点
や
方
法
に
共
有
す
る
部
分
は
極
め
て
多
い
。
両
者
に
お
い
て
共

有
さ
れ
て
い
る
研
究
方
法
と
は
、
宗
教
を
観
念
の
体
系
と
し
て
で
は
な
く
、
あ
る
特
定
の
行
為
の
体
系
と
し
て
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
で

あ
る
。
セ
ム
族
の
宗
教
を
研
究
す
る
に
あ
た
り
、
ス
、
ミ
ス
は
そ
れ
ま
で
の
キ
リ
ス
ト
教
の
教
学
研
究
を
中
心
と
す
る
宗
教
研
究
の
主
題
の

設
定
と
方
法
に
対
し
苦
言
を
呈
す
る
。
「
お
よ
そ
古
代
の
宗
教
で
あ
れ
、
現
代
宗
教
で
あ
れ
、
す
べ
て
の
宗
教
に
お
い
て
、
一
方
に
は
あ

る
種
の
信
仰
（
げ
Φ
＝
o
｛
）
、
他
方
に
は
あ
る
種
の
制
度
、
儀
礼
的
行
動
（
触
ぎ
巴
實
窪
川
Φ
）
、
行
為
の
諸
規
則
（
触
巳
霧
9
8
巳
9
け
）
が
み
ら

れ
る
。
宗
教
を
慣
習
の
観
点
か
ら
み
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
信
仰
の
観
点
か
ら
み
よ
う
と
す
る
の
が
現
代
の
わ
れ
わ
れ
の
傾
向
で
あ
る
。
…

：
・
宗
教
研
究
と
い
え
ば
、
主
と
し
て
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
の
研
究
を
意
味
し
、
宗
教
上
の
訓
練
は
、
習
慣
的
に
、
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら



　
　
な
い
教
義
的
真
理
に
源
を
も
つ
も
の
と
し
て
信
者
に
要
求
さ
れ
る
信
条
（
q
①
①
儀
）
と
、
宗
教
上
の
義
務
と
を
も
っ
て
始
ま
る
。
す
べ
て
こ

　
　
れ
ら
の
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
現
代
人
に
と
っ
て
は
全
く
当
然
な
こ
と
と
み
な
さ
れ
る
の
で
、
一
旦
あ
る
特
殊
な
宗
教
や
古
代
の
宗
教
に
対

　
　
す
る
と
、
こ
こ
で
も
わ
れ
わ
れ
の
第
一
に
な
す
べ
き
こ
と
は
信
条
の
探
究
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
に
儀
礼
や
慣
習
へ
の
鍵
を
見
出
す
こ
と
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
　
と
直
ち
に
結
論
づ
け
て
し
ま
う
」
の
で
あ
る
。

　
　
　
こ
の
よ
う
に
ス
ミ
ス
は
キ
リ
ス
ト
教
の
教
義
研
究
の
為
楽
を
安
易
に
他
の
宗
教
や
古
代
の
宗
教
に
適
用
す
る
こ
と
へ
苦
言
を
述
べ
、
宗

　
　
教
研
究
を
従
来
の
「
観
念
体
系
の
探
究
か
ら
具
体
的
な
実
践
の
形
態
や
宗
教
生
活
を
律
す
る
規
範
の
理
解
・
解
釈
へ
」
と
い
う
方
向
を
転

　
　
換
し
、
先
ず
儀
礼
や
宗
教
上
の
諸
実
践
の
側
面
か
ら
研
究
を
始
め
よ
う
と
す
る
。
な
ぜ
な
ら
「
通
例
、
慣
習
は
厳
格
に
規
定
さ
れ
て
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
　
も
、
そ
れ
に
付
随
す
る
意
味
は
極
め
て
曖
昧
な
も
の
で
あ
っ
た
」
か
ら
で
あ
る
。
神
話
が
教
義
の
位
置
を
占
め
る
古
代
の
宗
教
に
お
い
て

　
　
は
、
神
話
は
「
宗
教
上
の
教
訓
と
、
儀
礼
の
諸
規
定
に
関
す
る
た
だ
一
つ
の
宗
教
上
の
教
訓
と
、
儀
礼
の
定
め
ら
れ
た
規
定
と
に
関
す
る

　
　
た
だ
一
つ
の
説
明
を
提
供
す
る
も
の
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
厳
密
に
い
っ
て
、
こ
の
神
話
は
古
代
宗
教
の
主
要
部
分
で
は
な
い
。
と
い
う

　
　
の
は
、
「
礼
拝
者
に
対
し
て
、
い
か
な
る
神
聖
な
権
威
も
、
い
か
な
る
拘
束
力
も
持
た
な
い
」
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
「
個
々
の
聖
所
や

　
　
儀
礼
に
関
係
し
て
い
る
神
話
は
単
に
礼
拝
の
要
素
の
一
部
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
は
想
像
力
を
刺
激
し
、
礼
拝
者
の
関
心
を
繋
ぐ
役
目
を
す
・

　
　
る
。
だ
が
、
礼
拝
者
に
は
し
ば
し
ば
同
一
の
事
柄
に
関
す
る
幾
つ
か
の
異
な
る
説
明
が
自
由
選
択
と
し
て
提
供
さ
れ
る
が
、
正
確
に
儀
礼

　
　
を
遂
行
し
さ
え
ず
れ
ば
、
そ
の
起
源
に
つ
い
て
彼
が
い
か
な
る
意
見
を
も
っ
て
い
て
も
、
別
に
だ
れ
も
そ
れ
を
問
題
に
す
る
こ
と
は
な
い
。

　
　
…
…
義
務
的
な
こ
と
、
そ
し
て
功
徳
的
な
こ
と
は
、
宗
教
的
伝
統
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
あ
る
種
の
神
聖
な
行
動
の
、
正
確
な
遂
行

　
　
に
外
な
ら
な
い
。
そ
れ
故
、
古
代
宗
教
の
科
学
的
研
究
に
お
い
て
、
従
来
あ
ま
り
に
も
誤
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
、
神
話
は
重
要
な
位
置
を

　
　
占
め
る
も
の
で
は
な
い
、
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
神
話
が
儀
礼
の
説
明
を
内
容
と
し
て
い
る
か
ぎ
り
、
そ
の
価
値
は
二
次
的
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

　
　
そ
し
て
殆
ど
す
べ
て
の
場
合
、
神
話
は
儀
礼
か
ら
引
き
出
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
儀
礼
が
神
話
か
ら
引
き
出
さ
れ
た
の
で
は
な
い
」
と
ス

　
　
ミ
ス
は
断
言
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
「
儀
礼
が
固
定
的
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
神
話
は
可
変
的
で
あ
り
、
儀
礼
が
義
務
的
で
あ
っ
た
の
に
対

496　
　
　
　
　
　
コ
ン
ミ
ュ
ニ
オ
ン
の
意
義
と
展
開
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
五
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哲
学
研
究
　
　
箆
五
百
五
十
八
庸
万
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

し
、
神
話
は
礼
拝
者
の
任
意
と
さ
れ
て
い
た
」
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
彼
は
セ
ム
族
の
宗
教
の
研
究
に
お
い
て
、
神
話
や
、
儀
礼
・
祭
礼
の
個
々
の
細
輿
の
探
究
か
ら
で
は
な
く
、
活
け
る
諸
制
度

の
存
在
様
態
（
≦
ぎ
け
窪
Φ
冒
。
・
ぎ
号
⇒
ω
芝
の
＄
）
、
お
よ
び
こ
れ
ら
宗
教
的
諸
制
度
が
ど
の
よ
う
な
形
で
人
間
生
活
を
形
成
し
て
い
る
か
と
い

う
点
か
ら
出
発
し
、
最
終
的
に
は
「
古
代
に
お
い
て
あ
ら
ゆ
る
宗
教
は
、
個
人
に
関
す
る
こ
と
で
あ
る
よ
り
も
む
し
ろ
共
同
社
会
（
8
ヨ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

彰
彗
ξ
）
に
関
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
」
と
い
う
、
ま
さ
し
く
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
が
同
時
代
に
執
拗
に
説
い
て
い
た
観
点
に
先
駆
的
に
到
る
こ

と
に
な
る
。
こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
宗
教
に
お
い
て
恒
久
的
か
つ
固
定
的
で
、
ま
た
礼
拝
者
・
信
者
の
宗
教
的
意
識
に
直
接
に
結
び
つ
き

彼
ら
の
行
為
や
社
会
生
活
を
律
し
て
い
た
と
措
定
さ
れ
る
儀
礼
や
具
体
的
な
儀
礼
揚
面
の
研
究
に
ス
、
ミ
ス
は
従
事
す
る
。
そ
し
て
「
極
め

て
広
汎
に
ま
た
原
始
時
代
に
お
い
て
人
類
の
あ
ら
ゆ
る
民
族
に
共
通
で
あ
っ
た
状
態
の
下
に
働
い
て
い
た
基
礎
的
原
因
の
活
動
に
よ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

形
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
一
つ
の
制
度
」
、
す
な
わ
ち
供
犠
の
研
究
に
着
手
す
る
。

　
以
上
、
宗
教
研
究
に
お
け
る
主
題
の
設
定
や
焦
点
、
そ
し
て
研
究
の
方
法
は
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
も
ま
た
共
有
す
る
と
こ
ろ
が
か
な
り
大
き

い
。
晩
年
彼
は
あ
る
会
議
の
席
上
、
一
群
の
自
由
思
想
家
と
自
称
す
る
人
々
に
、
「
信
仰
者
の
精
神
状
態
に
身
お
い
て
宗
教
と
対
面
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

…
…
信
者
が
意
識
す
る
よ
う
に
意
識
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
語
っ
て
い
る
。
通
常
、
彼
の
社
会
学
的
立
場
は
、
方
法
論
的
全
体
主
義
に
安

易
に
分
類
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
が
、
本
稿
で
は
一
貫
し
て
彼
の
視
点
は
最
終
的
に
は
個
人
の
内
面
に
向
け
ら
れ
て
い
た
と
考
え
る
。

こ
の
と
き
、
問
題
と
さ
れ
る
べ
き
は
、
ス
ミ
ス
と
同
様
、
信
仰
に
参
加
す
る
個
人
に
よ
る
／
個
人
へ
の
説
明
体
系
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で

も
そ
れ
は
彼
ら
の
意
識
の
状
態
な
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
焦
点
は
あ
る
種
の
義
務
的
感
情
を
喚
起
す
る
（
後
述
す
る
よ
う
に
喚
起
さ
れ
る

の
は
義
務
感
ば
か
り
で
は
な
い
）
儀
礼
に
移
行
す
る
。

　
周
知
の
通
り
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
に
お
い
て
宗
教
は
、
固
有
の
宗
教
的
儒
念
・
儀
礼
・
道
徳
的
共
同
体
と
い
う
三
要
素
に
よ
り
定
義
さ

（
2
工
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

れ
る
。
彼
も
ま
た
ス
ミ
ス
と
同
様
、
儀
礼
を
も
っ
て
「
人
が
男
物
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
振
る
舞
う
べ
き
か
を
規
定
し
た
行
為
の
基
準
」

で
あ
る
と
し
て
、
こ
れ
を
重
視
す
る
。
そ
し
て
こ
の
儀
礼
の
意
義
を
決
定
づ
け
る
の
が
宗
教
的
信
念
に
お
け
る
絶
対
的
二
分
法
、
聖
と
俗



　
　
で
あ
る
。
儀
礼
は
こ
の
二
分
法
を
基
盤
に
こ
れ
ら
二
つ
の
世
界
に
通
路
を
開
き
、
岡
時
に
そ
の
間
の
関
係
を
規
定
す
る
。
こ
の
意
味
で
デ

　
　
ュ
ル
ケ
ー
ム
に
お
い
て
は
、
儀
礼
は
、
行
為
の
諸
規
定
の
観
点
か
ら
ば
か
り
で
な
く
、
構
造
的
な
側
面
か
ら
も
極
め
て
重
要
な
意
義
を
も

　
　
つ
も
の
で
あ
り
、
最
終
的
に
は
道
徳
的
共
同
体
の
存
在
が
宗
教
的
信
念
の
構
造
と
儀
礼
遂
行
の
枠
組
の
両
面
か
ら
絶
対
的
な
関
わ
り
を
も

　
　
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
彼
の
宗
教
論
も
ま
た
、
そ
の
中
心
的
焦
点
は
、
宗
教
の
観
念
的
か
つ
高
度
に
象
微
化
さ
れ
た
部
分
や
儀
礼
の
個
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

　
　
の
細
目
と
そ
の
解
釈
に
で
は
な
く
、
ま
さ
に
儀
礼
そ
の
も
の
に
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
。
　
　
・

　
　
　
と
こ
ろ
で
、
供
犠
（
o
o
餌
O
「
一
節
O
⑦
）
と
は
、
供
進
（
。
譲
『
ぎ
ひ
q
）
ま
た
は
奉
献
（
。
三
薮
8
）
を
指
示
す
る
と
一
般
的
に
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、

　
　
ス
ミ
ス
に
よ
れ
ば
、
そ
こ
に
は
二
つ
の
異
な
る
儀
礼
・
献
物
が
存
在
す
る
。
そ
れ
ら
は
各
々
、
古
代
ヘ
ブ
ラ
イ
語
で
は
ミ
ン
ハ
ー
お
よ
び
ゼ

　
　
バ
ハ
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
前
者
が
無
血
の
献
物
、
後
者
が
有
馬
の
献
物
を
意
味
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
区
別
は
単
に
献
物
が
植
物
か
動

　
　
物
か
と
か
、
ま
た
は
そ
の
献
物
が
聖
卓
に
供
え
ら
れ
る
の
か
火
に
よ
っ
て
焼
き
つ
く
さ
れ
る
の
か
と
い
う
よ
う
な
、
外
的
差
異
に
止
ま
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

　
　
な
い
。
そ
こ
に
は
「
全
て
神
に
の
み
帰
せ
ら
れ
る
供
犠
と
、
神
と
礼
拝
者
と
が
聖
化
さ
れ
た
献
物
に
共
に
あ
っ
か
る
供
犠
と
の
相
違
」
が

　
　
峻
別
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ミ
ソ
ハ
ー
が
単
に
貢
物
に
過
ぎ
な
く
、
聖
化
さ
れ
た
供
物
す
べ
て
が
神
の
分
と
な
っ
て
、
礼

　
　
拝
者
の
役
割
が
献
上
物
の
奉
納
を
も
っ
て
完
了
す
る
の
に
対
し
、
ゼ
バ
ハ
の
場
合
、
ま
っ
た
く
異
な
る
儀
礼
形
態
と
目
的
を
有
し
て
い
る
。

　
　
そ
れ
は
、
「
『
神
の
食
物
』
と
し
て
そ
の
一
部
分
が
祭
壇
に
供
え
ら
れ
る
と
同
じ
神
聖
な
肉
を
食
べ
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
場
合
に
は
、
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

　
　
儀
礼
の
中
心
的
意
義
は
、
神
と
人
と
の
交
わ
り
の
行
為
（
簿
O
陣
　
O
帖
　
6
0
ヨ
霞
目
鄭
剛
O
嵩
　
　
ぴ
Φ
齢
ミ
①
Φ
P
　
∩
｝
O
儀
　
鋤
郎
伽
　
鳶
鋤
嵩
）
」
に
あ
る
。

　
　
　
ミ
ソ
ハ
ー
と
ゼ
バ
ハ
は
セ
ム
族
の
供
犠
の
二
本
柱
で
あ
る
．
。
こ
の
区
別
は
単
に
供
物
（
O
げ
一
p
o
け
一
〇
口
）
の
種
類
に
よ
る
区
別
に
止
ま
ら
な
い
。

　
　
ミ
ン
ハ
！
は
神
に
対
す
る
穀
物
「
供
進
（
o
臨
Φ
ユ
護
）
」
で
あ
る
の
に
対
し
、
↓
方
ゼ
バ
ハ
は
動
物
「
供
犠
（
鴇
。
厭
ヨ
8
）
」
で
あ
る
。
ス
ミ

　
　
ス
は
「
供
犠
（
沼
。
ま
8
と
と
い
う
語
に
こ
れ
ら
二
つ
の
意
味
を
含
め
る
。
し
か
し
こ
の
二
つ
は
根
本
的
に
異
な
る
儀
礼
で
あ
る
。
す
な

　
　
わ
ち
、
ゼ
バ
ハ
が
供
犠
食
と
し
て
供
え
ら
れ
た
動
物
の
肉
を
《
共
に
》
食
べ
、
神
も
人
も
《
同
じ
座
に
交
わ
る
》
儀
礼
で
あ
る
の
に
対
し
、

　
　
ミ
ソ
ハ
ー
は
神
に
対
し
奉
献
す
る
と
い
う
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
的
関
係
を
前
提
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
供
犠
に
は
全
く
講
造
的
に
異
な
る

516　
　
　
　
　
　
コ
ソ
ミ
ュ
ニ
オ
ン
の
意
義
と
展
開
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
七
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九
八

鯉　
　
二
つ
の
儀
礼
が
存
在
す
る
が
、
ス
ミ
ス
は
動
物
供
犠
“
ゼ
バ
ハ
に
お
け
る
神
と
人
と
の
対
等
な
交
わ
り
こ
そ
歴
史
的
に
先
行
す
る
も
の
と

　
　
し
て
、
そ
の
本
質
的
意
義
を
見
出
す
。
す
な
わ
ち
「
遊
牧
ア
ラ
ブ
人
の
間
で
は
、
供
犠
的
貢
物
の
観
念
は
殆
ど
、
あ
る
い
は
ま
っ
た
く
存

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

　
　
在
し
な
い
」
も
の
で
あ
り
、
「
す
べ
て
の
供
犠
は
自
由
意
思
の
献
物
」
あ
っ
た
。

　
　
　
し
か
し
、
ゼ
バ
ハ
、
す
な
わ
ち
動
物
供
犠
の
も
つ
本
質
的
意
義
は
単
に
歴
史
的
な
先
行
性
だ
け
に
止
ま
ら
な
い
。
ゼ
バ
ハ
に
お
い
て
は
、

　
　
単
に
穀
物
を
奉
進
ず
る
だ
け
の
ミ
ン
ハ
ー
の
場
合
と
異
な
り
、
供
犠
食
と
い
う
儀
礼
上
の
行
為
が
重
要
な
意
味
を
帯
び
て
い
る
。
．
ス
ミ
ス

　
　
に
よ
れ
ば
、
結
論
と
し
て
供
犠
の
目
的
と
は
、
「
神
と
の
供
犠
的
な
コ
ン
ミ
ュ
ニ
オ
ソ
　
（
ω
8
曇
。
芭
8
ヨ
ヨ
慧
δ
コ
）
の
行
為
に
対
す
る
材

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

　
　
料
を
準
備
す
る
こ
と
」
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
う
し
た
供
犠
の
必
須
の
構
成
要
素
と
し
て
、
「
供
犠
は
本
来
饗
宴
を
含
み
、
饗
宴
は
犠
牲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

　
　
な
く
し
て
は
そ
な
え
ら
れ
ぬ
こ
と
」
を
彼
は
普
遍
的
に
結
論
づ
け
る
に
い
た
る
。

　
　
　
し
か
し
、
ス
ミ
ス
は
何
故
ゼ
バ
ハ
の
儀
礼
、
特
に
そ
こ
で
行
わ
れ
る
供
犠
食
に
注
目
し
、
第
一
義
的
価
値
を
付
与
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
そ
し
て
供
犠
食
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
も
の
は
何
で
あ
り
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
形
で
得
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
の
諸
点
を
考
察

　
す
る
に
は
、
供
犠
や
、
供
犠
に
お
け
る
聖
餐
・
饗
宴
〈
コ
ン
ミ
ュ
ニ
ナ
ン
〉
の
意
義
が
固
有
の
社
会
的
意
味
や
道
徳
性
と
密
接
に
結
び
つ

　
　
い
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。

　
　
先
ず
供
犠
そ
の
も
の
を
取
り
ま
く
社
会
的
制
度
の
点
か
ら
み
て
み
よ
う
。
例
え
ば
宗
教
の
公
的
部
分
を
支
え
て
い
た
と
考
え
ら
れ
た
公

　
的
租
税
鰯
度
か
ら
み
た
場
合
、
「
礼
拝
の
初
期
の
段
階
に
光
明
を
返
す
と
こ
ろ
の
そ
れ
に
関
す
る
た
だ
一
つ
の
点
は
、
供
犠
の
維
持
が
公

　
的
義
務
で
あ
る
と
の
観
念
、
及
び
供
犠
的
饗
宴
が
本
質
的
に
公
的
性
格
の
も
の
で
あ
る
と
の
観
念
と
関
係
す
る
こ
と
な
く
し
て
は
、
そ
れ

　
が
決
し
て
起
こ
り
え
な
か
っ
た
こ
と
」
で
あ
り
、
ひ
い
て
は
、
「
公
的
収
入
が
供
犠
的
儀
礼
の
維
持
の
た
め
に
費
や
さ
れ
る
よ
う
に
な
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

　
　
た
と
き
よ
り
も
ず
っ
と
以
前
に
、
ヘ
ブ
ラ
イ
宗
教
の
一
般
的
形
態
は
本
質
的
に
社
会
的
」
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

　
　
ま
た
、
諸
制
度
の
面
か
ら
ば
か
り
で
な
く
、
食
卓
を
共
に
す
る
と
い
う
実
際
の
儀
礼
上
の
行
為
過
程
に
表
鐵
さ
れ
る
意
味
の
側
面
か
ら

　
考
察
す
る
方
が
よ
り
重
要
で
あ
ろ
う
。
先
に
示
し
た
よ
う
に
、
ス
ミ
ス
に
お
い
て
は
神
話
的
な
解
釈
図
式
や
高
度
に
象
徴
化
さ
れ
た
教
義
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体
系
よ
り
も
、
礼
拝
者
の
具
体
的
な
儀
礼
行
為
が
重
要
で
あ
っ
た
。
供
犠
は
一
般
に
大
別
す
る
と
三
段
階
か
ら
な
る
。
第
一
段
階
と
し
て

供
物
や
祭
場
の
聖
別
・
聖
化
が
あ
り
、
第
二
段
階
と
し
て
屠
殺
・
料
理
・
焼
却
な
ど
に
よ
る
聖
物
の
破
壊
が
、
そ
し
て
最
後
の
局
面
に
饗

宴
に
よ
る
犠
牲
の
共
食
が
あ
る
。
彼
は
特
に
第
三
の
局
面
を
重
視
す
る
わ
け
だ
が
、
そ
れ
は
供
犠
食
が
、
「
単
に
、
そ
れ
が
社
会
的
行
動

で
あ
り
、
ま
た
神
と
礼
拝
者
と
が
共
に
食
に
あ
っ
か
る
と
考
え
ら
れ
る
一
つ
の
行
動
で
あ
っ
た
か
ら
ば
か
り
で
は
な
く
、
…
…
他
者
と
共

に
食
べ
飲
む
行
動
そ
の
も
の
が
、
親
交
（
一
一
。
≦
。
。
謀
℃
）
と
相
互
的
社
会
的
義
務
の
象
徴
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
確
立
で
あ
っ
た
レ
か
ら
で
あ

る
。
そ
し
て
供
犠
食
は
「
宗
教
生
活
の
古
代
的
理
想
の
適
切
な
表
現
」
で
あ
り
、
そ
の
中
に
直
接
表
現
さ
れ
て
い
る
た
だ
一
つ
の
こ
と
と

は
、
「
神
と
そ
の
礼
拝
者
と
が
『
共
食
者
』
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
彼
ら
の
相
互
関
係
の
他
の
全
て
の
点
は
、
こ
れ
が
含
意
す
る
も
の
の

　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

う
ち
に
含
ま
れ
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
ス
ミ
ス
の
命
題
か
ら
理
解
さ
れ
る
第
一
の
点
は
、
あ
ら
ゆ
る
交
わ
り
〈
コ
ン
ミ
ュ
心
門
ン
〉
が
、
人
間
の
思
弁
的
な
理
解
か
ら
で

は
な
く
、
実
践
的
な
儀
礼
行
動
を
通
じ
て
得
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
第
二
に
、
神
と
の
コ
ソ
ミ
ュ
ニ
オ
ソ
よ
り
も
共
同
体
の
成
員

相
互
の
コ
ン
ミ
ュ
ニ
オ
ン
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
神
と
い
う
存
在
は
単
に
ヒ
エ
ラ
ル
キ
カ
ル
な
体
系
の
頂

点
に
座
し
社
会
の
成
員
を
規
範
的
に
統
合
す
る
存
在
と
し
て
は
措
定
さ
れ
て
は
お
ら
ず
、
社
会
の
成
員
と
し
て
対
等
に
座
し
て
い
る
。
言

葉
を
換
え
れ
ば
、
古
代
セ
ム
族
に
お
い
て
は
外
的
に
措
定
さ
れ
た
存
在
の
中
に
集
合
的
理
想
が
体
現
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
神
も
人

も
一
同
に
会
す
る
と
い
う
集
合
的
実
践
そ
の
も
の
に
こ
そ
理
想
が
表
現
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
こ
に
は
神
と
の
コ
ソ
ミ
ュ
回
目

ソ
を
通
じ
て
の
人
間
同
志
の
コ
ソ
ミ
ュ
ニ
オ
ソ
が
描
か
れ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
視
点
を
礼
拝
者
間
の
相
互
関
係
の
側
面
に
移
し
て
み
よ
う
。
こ
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
供
犠
食
と
は
親
縁
の
確
保
で
あ
り
、
ま

た
そ
の
設
定
で
も
あ
る
。
古
代
セ
ム
族
社
会
の
成
員
に
お
い
て
は
、
食
を
共
に
す
る
こ
と
と
は
そ
の
肉
と
血
を
、
生
命
を
共
有
す
る
こ
と

で
あ
っ
た
。
彼
ら
に
と
っ
て
「
親
縁
の
根
本
観
念
は
律
法
の
特
殊
な
形
態
か
ら
は
独
立
し
た
も
の
で
あ
り
、
親
族
と
は
そ
の
生
命
が
肉
体

的
結
合
と
呼
ば
れ
る
相
に
固
く
結
び
合
わ
さ
れ
、
各
自
が
一
つ
の
共
同
的
生
命
の
各
部
と
み
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
人
々
の
塊
で
あ
っ

　
　
　
　
コ
ン
ミ
ュ
ニ
オ
ン
の
意
義
と
展
開
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
九
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一
〇
〇

（
2
2
）

た
」
。
こ
う
し
た
供
犠
に
よ
っ
て
え
ら
れ
る
交
わ
り
、
聖
餐
に
よ
っ
て
え
ら
れ
る
交
わ
り
は
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
同

体
（
O
O
昌
ω
信
σ
ω
ρ
9
ユ
欝
け
一
P
一
陣
梓
σ
）
認
識
と
よ
ば
れ
る
観
念
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
単
に
親
縁
の
外
延
確
定
に
止
ま
ら
な
い
。
コ
ン
ミ
ュ
ニ

オ
ン
の
究
極
的
霞
的
は
こ
の
同
体
認
識
を
達
成
す
る
こ
と
に
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
コ
ソ
ミ
ュ
ニ
オ
ソ
に
よ
る
同
体
認
識
は
当

然
の
帰
結
と
し
て
、
そ
の
祉
会
的
意
味
に
お
い
て
、
親
縁
関
係
に
の
み
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
「
他
書
と
共
に
食
べ
飲
む
行
動
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

も
の
は
、
親
交
と
相
互
的
社
会
的
義
務
の
象
徴
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
確
立
で
も
あ
っ
た
」
。
す
な
わ
ち
「
共
に
食
に
あ
っ
か
る
者
は
、
あ
ら

ゆ
る
社
会
的
効
果
の
中
に
結
合
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
共
に
食
に
あ
つ
か
ら
ぬ
者
は
、
宗
教
上
の
親
交
も
な
く
互
恵
的
な
社
会
的
義
務

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

も
負
わ
ず
、
敵
対
関
係
に
立
っ
て
い
る
」
。
コ
ソ
ミ
ュ
ニ
オ
ソ
に
お
い
て
は
愛
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
同
体
性
ば
か
り
で
な
く
、
必
然
的
に

そ
れ
は
義
務
の
網
の
臼
に
参
与
す
る
諸
個
人
を
組
み
入
れ
る
も
の
で
も
あ
る
。

　
し
か
し
こ
れ
だ
け
で
は
供
犠
食
の
社
会
的
意
味
は
不
十
分
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
一
同
に
会
す
る
こ
と
に
の
み
古
代
セ
ム
族
の
理
想
が
体

現
さ
れ
て
い
る
な
ら
ば
共
食
の
意
義
は
半
減
す
る
。
従
っ
て
次
に
、
供
犠
の
第
三
の
局
面
に
お
け
る
、
共
に
「
食
す
る
」
こ
と
の
、
そ
し

て
食
さ
れ
る
も
の
自
体
の
意
義
が
論
じ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
先
に
み
た
よ
う
に
、
ス
ミ
ス
の
場
合
、
供
犠
と
は
穀
物
供
進
の
ミ
ソ
ハ
ー
で
は
な
く
あ
く
ま
で
動
物
供
犠
で
あ
る
ゼ
バ
ハ
で
あ
っ
た
。

す
な
わ
ち
供
犠
に
お
い
て
食
さ
れ
る
も
の
と
は
動
物
と
い
う
毒
血
の
献
物
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
お
い
て
重
要
な
の
は
、
食
さ
れ
る
べ
き
犠

牲
の
血
で
あ
り
肉
で
あ
る
。
と
り
わ
け
血
は
元
来
幾
多
の
文
化
の
中
で
生
命
力
の
象
徴
で
あ
り
ま
た
祓
浄
や
駿
罪
の
呪
力
を
も
つ
と
さ
れ

て
い
る
が
、
セ
ム
族
の
供
犠
に
お
い
て
も
そ
れ
は
特
別
の
社
会
的
力
を
有
し
て
い
た
。
聖
化
さ
れ
た
犠
牲
動
物
の
血
は
彼
ら
の
間
で
は
神

と
の
盟
約
、
社
会
の
成
員
相
互
の
盟
約
の
媒
体
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
と
き
と
し
て
祭
壇
や
聖
石
に
注
が
れ
、
と
き
と
し
て
礼
拝
者
の
手
に

ひ
た
さ
れ
ま
た
共
飲
さ
れ
た
。
ス
ミ
ス
に
よ
れ
ば
、
血
を
手
に
ひ
た
す
こ
と
は
、
「
食
事
の
行
為
に
お
け
る
交
わ
り
（
8
ヨ
∋
§
δ
μ
営
雪

　
　
　
　
（
2
5
）

p
簿
。
h
率
土
冨
α
q
）
」
を
意
味
す
る
と
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
血
の
盟
約
（
び
一
〇
〇
α
　
O
O
く
Φ
雷
P
σ
け
）
は
成
立
す
る
。
こ
の
と
き
盟
約
は
、
単
に
外
的
な

諸
制
度
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
り
保
証
さ
れ
る
以
上
の
強
い
拘
束
力
を
有
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
そ
れ
は
身
体
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
契
約
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で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
盟
約
は
当
該
の
社
会
の
成
員
相
互
の
間
に
お
い
て
の
み
成
立
す
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
は
神
と
の
身

体
的
契
約
を
も
意
味
す
る
。
セ
ム
族
に
お
い
て
は
、
血
は
血
管
を
開
い
て
相
互
に
す
す
り
合
う
ば
か
り
で
な
く
、
祭
壇
や
聖
柱
な
ど
に
注

が
れ
塗
り
付
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
、
礼
拝
者
と
そ
の
神
と
の
問
の
共
通
の
生
命
の
絆
を
設
定
す
る
も
の
と
な
る
。

要
す
る
に
、
ス
ミ
ス
に
よ
れ
ば
「
供
犠
の
根
本
観
念
は
、
聖
な
る
貢
物
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
共
に
神
聖
な
生
け
賢
の
肉
と
血
に
あ
っ
か

る
こ
と
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
神
と
そ
の
礼
拝
者
た
ち
と
の
問
の
交
わ
り
（
8
ヨ
ヨ
§
ざ
ロ
冨
暑
Φ
雪
魯
①
σ
q
o
鎌
彗
q
謀
ω
≦
o
『
ω
置
唱
Φ
誘
）
に

　
　
　
（
2
6
）

外
な
ら
ぬ
」
と
結
論
づ
け
ら
れ
る
。

　
し
か
し
供
犠
に
お
け
る
共
食
の
社
会
的
意
義
を
論
ず
る
に
あ
た
り
重
要
な
こ
と
は
、
供
犠
的
宗
教
が
有
す
る
、
以
上
の
よ
う
な
神
と

人
・
人
と
人
と
の
間
に
定
立
す
る
様
々
な
社
会
的
義
務
や
盟
約
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
ス
ミ
ス
に
よ
れ
ば
、
古
代
宗
教
は
義
務

的
性
質
に
よ
っ
て
の
み
規
定
さ
れ
な
い
。
神
と
い
う
存
在
や
、
神
と
の
交
わ
り
は
、
他
者
と
の
交
わ
り
と
同
様
、
義
務
だ
け
で
な
く
親
近

性
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
「
人
々
が
そ
の
神
と
出
会
う
と
き
、
彼
ら
は
共
に
宴
を
悦
び
、
彼
ら
が
饗
宴
を
催
し
て
楽
し

む
と
き
は
神
も
そ
の
仲
間
に
加
わ
る
こ
と
を
希
望
す
る
」
の
で
あ
る
。
こ
の
見
解
は
、
「
礼
拝
者
の
常
習
的
な
気
分
が
そ
の
神
に
対
す
る

歓
喜
的
確
信
の
そ
れ
で
あ
っ
て
、
…
…
彼
ら
と
そ
の
信
奉
す
る
神
と
は
良
き
友
で
あ
っ
て
相
互
に
完
全
な
理
解
を
も
ち
、
容
易
に
破
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

な
い
絆
に
よ
っ
て
結
合
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
固
い
確
信
に
立
つ
よ
う
な
宗
教
に
固
有
の
も
の
」
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
う
し
た
古
代
セ

ム
族
の
宗
教
に
見
出
さ
れ
る
歓
喜
的
確
信
の
根
拠
は
、
神
々
が
そ
の
礼
拝
者
と
と
も
に
同
一
の
自
然
的
共
同
体
を
構
成
し
て
い
る
、
と
の

観
点
を
基
盤
に
し
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　
こ
こ
ま
で
、
ス
ミ
ス
の
セ
ム
族
研
究
に
お
い
て
、
固
有
の
宗
教
観
な
り
儀
礼
へ
の
観
点
が
、
コ
ソ
ミ
ュ
ニ
オ
ソ
に
反
映
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
み
て
き
た
。
そ
れ
は
社
会
的
性
質
を
分
有
し
な
が
ら
、
相
互
間
の
義
務
と
集
合
的
な
歓
喜
に
彩
ら
れ
た
交
わ
り
で
あ
る
。
古
代
セ
ム

族
に
お
い
て
供
犠
的
宗
教
の
社
会
性
と
は
、
一
定
の
義
務
や
参
与
す
る
諸
個
人
の
道
徳
的
緊
張
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
こ
に

は
神
も
人
も
同
時
に
内
包
さ
れ
た
祝
祭
的
性
質
が
指
摘
可
能
で
あ
る
。
こ
こ
に
後
世
の
宗
教
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
あ
る
種
の
原
罪
意
識
に

　
　
　
　
コ
ソ
ミ
ュ
ニ
オ
ソ
の
意
義
と
展
開
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
一
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一
〇
二

よ
る
義
務
遂
行
の
形
態
は
み
ら
れ
な
い
。
罪
責
感
に
動
機
づ
け
ら
れ
た
神
へ
の
帰
依
と
い
う
姿
は
な
い
。
従
っ
て
社
会
的
義
務
も
負
債
と

し
て
は
考
え
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
点
は
デ
ュ
ル
ケ
：
ム
も
ま
た
同
様
で
あ
り
、
彼
の
集
合
的
沸
騰
（
⑦
映
Φ
触
く
①
ω
O
Φ
郎
6
Φ
　
6
0
一
隔
Φ
O
陣
【
く
Φ
）
の
性

格
づ
け
に
ス
ミ
ス
の
考
え
方
が
お
お
い
に
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
儀
礼
の
中
心
的
場
面
や
様
々
な
社

会
変
動
期
の
重
要
な
過
程
を
構
成
す
る
集
合
的
沸
騰
は
、
一
種
独
特
の
心
的
緊
張
（
搾
O
⇒
離
ω
　
ヨ
Φ
⇒
け
釦
一
）
の
面
ば
か
り
で
な
く
、
エ
ク
ス
タ
シ

ー
（
①
×
冨
ω
Φ
）
、
エ
ク
ス
タ
シ
ー
に
も
と
つ
く
緊
張
、
あ
る
い
は
心
的
緊
張
に
由
来
す
る
エ
ク
ス
タ
シ
ー
な
ど
、
種
々
の
相
の
心
的
興
奮
状

態
が
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
社
会
的
義
務
を
構
成
す
る
個
人
の
内
面
的
な
意
味
の
問
題
に
し
て
も
デ
ェ
ル
ケ
ー
ム
に
共
有
さ
れ
て

い
る
点
は
多
い
。
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
に
と
っ
て
道
徳
的
事
実
を
決
定
す
る
の
は
定
言
命
法
に
基
づ
く
形
の
義
務
ば
か
り
で
は
な
い
。
確
か
に

義
務
と
い
う
要
素
は
彼
に
と
っ
て
道
徳
性
に
と
り
必
須
の
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
強
制
的
性
格
を
も
つ
も
の
で
は
な
い
。
そ
こ
に
は
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

る
種
の
望
ま
し
き
も
の
（
儀
①
ω
一
履
曽
σ
一
一
凶
傍
σ
）
と
い
う
観
念
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
社
会
的
義
務
の
設
定
に
せ
よ
、
供
犠
的
饗
宴
の
も
つ
歓
喜
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

性
質
に
せ
よ
、
「
聖
な
る
機
能
は
全
共
同
体
の
行
為
で
あ
る
」
。

　
ス
ミ
ス
と
デ
ュ
ル
ケ
！
ム
と
の
間
で
共
有
さ
れ
た
こ
の
観
点
は
、
最
後
に
一
つ
付
け
加
え
る
な
ら
ば
、
蹟
罪
儀
礼
の
扱
い
に
お
い
て
も

共
通
す
る
部
分
を
形
成
し
て
い
る
。
確
か
に
、
供
犠
に
お
け
る
聖
餐
と
、
喪
や
罪
ほ
ろ
ぼ
し
な
ど
の
儀
礼
と
は
、
片
や
祝
祭
、
片
や
悲
哀

と
…
見
ま
っ
た
く
異
な
る
色
相
に
彩
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
セ
ム
族
の
宗
教
に
お
い
て
は
両
儀
礼
は
分
か
ち
が
た
く
結
び
つ
け
ら
れ
て
い

る
。
そ
れ
は
「
黒
影
は
単
に
神
を
疎
ん
じ
た
と
い
う
記
憶
を
す
べ
て
払
拭
す
る
べ
く
考
え
出
さ
れ
た
コ
ソ
ミ
ュ
ニ
オ
ン
の
行
為
」
に
過
ぎ

な
い
。
す
な
わ
ち
、
ス
ミ
ス
の
見
解
で
は
腰
罪
儀
礼
は
、
歴
史
的
に
認
ン
ミ
ュ
ニ
オ
ン
の
派
生
体
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
「
共

同
体
と
疎
隔
さ
れ
た
神
と
の
聞
に
再
び
調
和
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
り
、
供
犠
的
な
コ
ソ
ミ
ュ
二
野
ソ
の
観
念
が
そ
の
内
に
罪
滅
ぼ
し
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

儀
礼
（
営
碧
巳
鎚
8
屋
ヨ
。
昌
）
の
原
初
的
観
念
を
内
包
し
て
い
る
」
か
ら
な
の
で
あ
る
。
ま
た
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
が
分
析
対
象
と
し
た
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
諸
社
会
の
駿
罪
儀
礼
に
お
い
て
も
、
他
の
儀
礼
形
態
と
同
じ
く
そ
こ
に
は
集
合
的
沸
騰
が
や
は
り
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

儀
礼
の
期
間
中
表
明
さ
れ
て
い
る
感
情
は
悲
哀
だ
け
で
は
な
い
。
コ
般
に
、
一
種
の
激
憤
が
こ
れ
に
混
じ
り
あ
っ
て
く
る
」
。
も
ち
ろ
ん



　
　
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
に
よ
れ
ば
、
贈
罪
儀
礼
に
お
け
る
感
情
は
、
個
人
が
自
発
的
に
表
現
す
る
個
人
的
な
感
情
で
は
な
い
。
そ
れ
は
「
集
団
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

　
　
ら
課
さ
れ
た
義
務
」
で
あ
り
、
「
悲
し
い
か
ら
嘆
く
の
で
は
な
く
、
嘆
か
ね
ば
な
ら
な
い
」
か
ら
嘆
く
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
彼
に
と
っ
て
、

　
儀
礼
に
お
い
て
表
さ
れ
る
あ
ら
ゆ
る
感
情
は
社
会
的
義
務
の
所
産
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
に
義
務
づ
け
ら
れ
た
感
情
の
集
合
的
顕
現
、

　
　
及
び
こ
れ
ら
の
感
情
に
よ
っ
て
存
在
証
明
さ
れ
強
化
さ
れ
た
道
徳
的
コ
ソ
ミ
ュ
ニ
ォ
ソ
（
O
O
ヨ
ヨ
信
P
陣
O
昌
　
ヨ
O
目
餌
一
①
）
こ
そ
、
諸
事
変
が
集
団

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

　
　
か
ら
取
り
去
ろ
う
と
脅
か
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
集
団
に
取
り
戻
さ
せ
、
社
会
を
立
ち
直
ら
せ
る
も
の
と
な
る
。
苦
悩
的
激
憤
で
あ
れ
、
祝
祭

　
　
の
歓
喜
で
あ
れ
、
い
ず
れ
に
せ
よ
集
合
的
沸
騰
の
意
義
は
変
わ
ら
な
い
。

　
　
以
上
の
よ
う
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、
ス
ミ
ス
に
お
い
て
も
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
に
お
い
て
も
、
そ
の
研
究
対
象
が
神
話
・
教
義
に
で
は
な
く
儀

　
礼
に
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
両
者
と
も
に
広
い
糊
度
的
バ
ッ
ク
グ
ラ
ン
ド
と
し
て
宗
教
儀
礼
の
社
会
性
、
及
び
激
情
性
や
歓
喜
性
が
共
有
さ

　
　
れ
て
お
り
、
そ
の
中
心
に
一
同
に
会
し
て
食
事
を
共
に
す
る
こ
と
、
儀
礼
上
の
聖
餐
に
よ
る
様
々
の
交
わ
り
、
す
な
わ
ち
コ
ン
ミ
ュ
ニ
オ

　
　
ン
の
存
在
意
義
が
指
摘
さ
れ
う
る
こ
と
を
み
た
。
そ
し
て
、
そ
の
意
義
と
は
神
も
人
も
《
共
に
座
を
同
じ
く
し
》
、
ま
た
《
共
に
食
べ
飲

　
　
む
》
こ
と
で
、
強
い
身
体
的
激
奮
の
中
で
、
片
や
親
縁
の
設
定
と
確
保
が
お
こ
な
わ
れ
、
同
時
に
身
体
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
相
互
の
社
会

　
　
的
義
務
が
取
り
結
ば
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
た
だ
、
宗
教
研
究
に
お
い
て
多
く
の
共
有
財
産
を
も
ち
な
が
ら
も
両
者
の
間
に
は
や
は
り
微
妙
に
異
な
る
点
が
多
々
あ
る
こ
と
は
否
め

　
　
な
い
。
先
ず
決
定
的
な
こ
と
は
、
ス
ミ
ス
に
お
い
て
は
く
神
〉
そ
の
も
の
は
問
わ
れ
て
い
な
い
。
彼
は
神
と
の
交
わ
り
の
中
に
同
時
に
共

　
　
同
体
の
成
員
相
互
の
交
わ
り
を
見
出
し
、
宗
教
が
有
す
る
社
会
的
性
格
を
論
じ
得
た
。
そ
の
結
果
彼
は
器
量
に
お
け
る
共
食
共
飲
の
意
義

　
　
を
発
見
し
、
こ
う
し
た
場
に
お
い
て
定
立
す
る
コ
ソ
ミ
ュ
ニ
オ
ソ
こ
そ
、
あ
ら
ゆ
る
宗
教
上
の
契
約
や
義
務
、
ま
た
奉
献
や
、
ひ
い
て
は

　
　
腰
罪
に
対
し
て
ま
で
も
、
歴
史
的
先
行
性
を
パ
ッ
ク
に
そ
の
論
理
的
優
越
性
を
付
与
さ
れ
る
概
念
に
な
る
。
し
か
し
『
セ
ム
族
の
宗
教
』

　
　
に
お
い
て
は
あ
く
ま
で
も
神
と
の
関
係
の
中
に
宗
教
の
社
会
性
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、
神
ぞ
の
も
の
は
社
会
に
対
し
て
は
独

　
　
立
変
数
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
〈
神
〉
の
実
在
の
基
盤
や
形
式
は
問
わ
れ
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
場
合
は
、
ま
ず

576　
　
　
　
　
　
コ
ソ
ミ
ュ
ニ
オ
ソ
の
意
義
と
展
開
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
三
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哲
学
研
究
　
第
五
百
五
十
八
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
四

儀
礼
全
体
の
中
で
供
犠
は
あ
ま
り
大
き
な
ウ
ェ
イ
ト
を
与
え
ら
れ
て
は
い
な
い
。
そ
し
て
決
定
的
な
相
違
は
、
神
も
ま
た
社
会
の
盛
衰
に

と
も
な
い
変
化
す
る
従
属
変
数
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
更
に
最
後
に
付
け
加
え
て
お
け
ば
、
ス
、
ミ
ス
が
こ
れ
ま
で
論
じ
て
き
た
よ

う
に
供
犠
か
ら
奉
献
の
行
為
を
退
け
、
ま
た
そ
の
社
会
的
性
質
を
あ
ま
り
に
強
調
し
つ
つ
セ
ム
族
と
い
う
ト
ー
テ
ム
社
会
の
共
間
性
の
中

心
に
コ
ン
ミ
ュ
ニ
ナ
ン
を
据
え
、
ひ
い
て
は
駿
罪
の
儀
礼
ま
で
も
そ
の
射
程
に
置
い
た
こ
と
は
、
結
果
と
し
て
コ
ン
ミ
ュ
ニ
オ
ン
の
概
念

に
拡
張
性
を
削
い
で
し
ま
う
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
も
ち
ろ
ん
こ
う
し
た
ス
ミ
ス
の
主
張
に
は
当
時
の
宗
教
研
究
に
対
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
の
意
味
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
、
詳
細
は
次
節
に
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
そ
の
・

社
会
性
を
考
慮
に
い
れ
な
が
ら
も
、
次
第
に
共
同
性
の
具
体
的
な
与
件
を
コ
ン
ミ
ュ
前
駆
ン
か
ら
脱
色
す
る
こ
と
で
そ
の
意
味
を
拡
張
し

て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
だ
が
ま
だ
こ
の
段
階
に
お
け
る
議
論
で
は
、
コ
ソ
ミ
ュ
野
壷
ン
は
宗
教
的
儀
礼
の
文
脈
か
ら
そ
の
意
味
を
拡
張
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

そ
こ
で
こ
れ
ま
で
は
社
会
学
へ
の
移
植
の
前
段
階
、
特
に
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
・
ス
ミ
ス
の
供
犠
研
究
と
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
・
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
諸
社
会
を
題
材
に
し
た
宗
教
社
会
学
と
の
研
究
対
象
の
選
択
や
方
法
論
上
の
同
一
性
の
中
に
コ
ソ
ミ
ュ
ニ
オ
ソ
の
位

置
づ
け
に
触
れ
て
き
た
わ
け
で
あ
る
が
、
次
に
こ
れ
ら
の
議
論
の
受
け
て
、
い
よ
い
よ
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
自
身
の
宗
教
論
に
中
に
コ
ン
ミ
ュ

ニ
オ
ン
の
位
置
と
そ
の
展
開
過
程
を
探
っ
て
み
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
続
）

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

≦
蟹
冨
ヨ
菊
。
ぴ
Φ
答
ω
o
P
ω
ヨ
写
ぴ
”
一
〇
。
逡
》
H
Φ
。
鐙
お
ω
〇
二
夢
。
菊
。
鵠
σ
q
圃
。
コ
。
隔
芸
Φ
ω
Φ
ヨ
搾
Φ
ω
”
永
橋
卓
介
訳
『
セ
ム
族
の
宗
教
』
（
岩
波
書
店
）

国
ヨ
＝
㊦
O
目
口
ぽ
鉱
ヨ
”
一
8
メ
、
b
o
露
お
ω
p
。
属
9
冨
9
Φ
霞
鳥
①
一
拶
涛
Φ
く
¢
㊦
累
9
ω
8
冨
ω
ユ
ρ
琴
”
↓
⑦
悉
。
ω
↓
o
ヨ
。
．
一
”
℃
℃
．
お
｝
ム
8

U
⊆
碁
び
。
ぎ
矯
6
這
》
サ
b
。
り
㎝
”
上
三
七
量
頁

守
　
儀
‘
や
邸
緯
1
⑩
鰺
上
三
七
㎝
二
頁

菊
。
σ
零
器
。
昌
o
Q
ヨ
答
貫
一
。
。
り
8
や
一
①
”
前
編
三
五
頁

剛
σ
置
二
℃
●
一
①
…
並
嗣
編
　
二
六
頁
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（
7
）
　
H
9
鳥
こ
O
℃
●
H
刈
山
。
。
”
前
編
三
七
～
三
八
頁

（
8
）
　
一
σ
置
‘
℃
㍗
H
団
山
c
Q
”
前
編
三
八
頁

（
9
）
H
三
山
己
や
ト
。
㎝
ω
”
後
編
五
二
頁

（
1
0
）
　
H
瓢
皇
や
b
。
置
一
後
編
九
頁

（
1
1
）
　
U
鶏
罫
鉱
日
り
お
置
噂
騨
ω
O
Φ
”
二
七
四
頁

（
1
2
）
　
U
偉
葺
ゴ
Φ
一
β
6
欝
‘
や
①
俘
上
八
六
～
八
七
頁

（
1
3
）
　
冒
峯
噂
O
．
㎝
①
”
上
七
七
頁

（
1
4
）
　
な
る
ほ
ど
『
宗
教
生
活
の
原
初
形
態
』
の
記
述
で
は
先
ず
宗
教
的
信
念
の
分
析
か
ら
始
ま
り
、
そ
の
議
論
を
受
け
て
儀
礼
の
分
析
に
移
行
す
る

　
　
と
い
う
形
が
と
ら
れ
て
い
る
が
、
本
来
の
越
旨
は
儀
礼
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
意
味
で
、
彼
は
意
図
で
あ
る
帰
納
法
を

　
　
実
際
に
は
演
繹
法
に
逆
転
さ
せ
て
い
る
と
い
っ
て
い
い
か
も
し
れ
な
い
。

（
1
5
）
　
園
。
び
Φ
二
ω
§
Q
リ
ヨ
は
章
一
。
。
⑩
食
。
．
N
嵩
”
後
編
十
二
頁
、
や
器
①
”
後
編
三
三
頁

（
6
ユ
）
　
圃
σ
置
こ
℃
◎
b
り
腿
O
”
後
帽
禰
三
六
頁

（
1
7
）
　
H
び
凱
‘
o
．
卜
。
念
”
後
編
四
一
頁

（
8
ユ
）
　
H
三
9
や
b
。
ホ
”
後
編
四
一
頁

（
1
9
）
　
H
三
α
．
ウ
謡
㎝
”
後
編
五
四
頁

（
2
0
）
　
H
三
9
や
b
。
㎝
ω
”
後
編
五
二
頁

（
2
1
）
　
同
謀
P
℃
●
b
。
＄
”
後
編
八
八
～
八
九
頁

（
2
2
）
　
圃
黛
9
℃
．
N
お
”
後
編
九
四
頁

（
2
3
）
　
國
σ
茂
・
喝
・
b
Q
①
Φ
”
後
編
八
八
頁

（
2
4
）
　
ぎ
卿
住
・
や
ト
。
①
⑩
”
後
編
八
九
頁

（
2
5
）
　
H
三
9
づ
．
G
。
旨
”
後
編
一
七
三
頁

　
　
　
コ
ン
ミ
ュ
ニ
オ
ン
の
意
義
と
展
開
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
五



660

哲
学
研
究
　
第
五
蒼
五
十
八
号

一
〇
六

（
2
6
）
　
H
三
α
・
℃
・
ω
ホ
…
後
編
二
〇
八
頁

（
2
7
）
　
回
三
ユ
．
℃
．
b
。
㎝
㎝
”
後
編
五
四
頁

（
2
8
）
　
警
察
δ
O
霞
讐
ω
ぎ
・
6
0
ρ
、
U
簿
興
臨
暴
け
δ
p
住
g
貯
海
賦
。
屑
毘
”
・
ω
o
島
9
0
σ
q
登
簿
勺
三
δ
ω
8
三
ρ
お
島
。
・
r
ウ
①
卜
。
”
佐
々
木
曾
賢
訳
「
道
徳

　
　
的
事
実
の
決
定
」
（
『
社
会
学
と
哲
学
』
所
収
憧
星
桂
厚
生
閣
）
六
五
頁

（
2
9
）
　
園
。
げ
興
房
8
ω
邑
夢
．
一
。
。
Φ
仁
矯
。
・
ω
富
“
後
編
一
七
一
頁

（
3
0
）
　
図
じ
己
．
唱
・
G
。
b
。
O
”
後
編
一
八
○
頁

（
3
1
）
　
一
）
霞
搾
7
且
ヨ
”
お
お
”
℃
●
α
①
卜
⊃
”
下
二
八
二
頁

（
3
2
）
　
圃
露
α
’
、
ウ
㎝
①
。
。
”
下
二
八
九
頁

（
3
3
）
　
目
三
儀
4
や
α
c
。
㊤
”
下
＝
二
四
頁

（
3
4
）
　
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
ま
ず
ユ
ベ
ー
ル
と
モ
ー
ス
が
、
そ
し
て
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
ま
で
も
が
非
難
し
て
い
る
。
　
ユ
ベ
ー
ル
と
モ
ー
ス
は
特
に
蹟
罪

　
　
の
観
念
を
コ
ン
ミ
ュ
ニ
オ
ン
の
観
念
の
中
に
吸
収
さ
せ
た
こ
と
に
対
し
て
明
確
な
非
難
の
念
を
蓑
明
し
て
お
り
、
「
聖
な
る
特
性
の
除
・
去
が
供
犠

　
　
の
原
始
的
な
装
置
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
ま
た
コ
ン
ミ
ュ
ニ
オ
ン
と
同
じ
く
原
学
的
で
あ
っ
て
、
他
に
還
元
で
き
な
い
も
の
」
（
動
き
器
卿
国
。
σ
鍵
r

　
　
一
。
。
O
ρ
や
6
ゴ
九
頁
）
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
彼
ら
に
と
っ
て
供
犠
と
は
、
「
犠
牲
と
い
う
媒
介
に
よ
っ
て
、
つ
ま
り
儀
礼

　
　
の
中
で
破
壊
さ
れ
る
事
物
の
媒
介
に
よ
っ
て
、
盤
な
る
世
界
と
俗
の
世
界
の
聞
の
伝
達
を
確
立
す
る
こ
と
」
（
H
露
儀
‘
ワ
ω
O
卜
。
二
〇
四
頁
）
に
あ
り
、

　
　
供
犠
は
二
つ
の
側
面
、
す
な
わ
ち
功
利
的
行
為
と
義
務
遂
行
と
い
う
形
で
現
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
は
利
益
無
視
は
利
益
関
心
と
混
合
し
て

　
　
い
る
た
め
、
そ
れ
は
し
ば
し
ば
契
約
と
い
う
形
で
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
「
何
程
か
契
約
的
な
も
の
を
も
た
な
い
供
犠
は
な
い
」

　
　
（
一
壷
魁
4
℃
．
ω
O
α
”
一
〇
七
頁
）
の
で
あ
り
、
彼
ら
の
供
犠
論
に
お
い
て
は
ス
ミ
ス
が
重
視
し
た
よ
う
な
歓
喜
的
性
格
は
描
き
出
さ
れ
て
い
な
い
。

　
　
　
ま
た
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
に
お
い
て
も
、
彼
ら
と
同
様
に
ス
ミ
ス
の
論
じ
た
供
犠
に
お
け
る
コ
ン
ミ
ュ
ニ
オ
ン
の
優
越
性
を
否
定
し
て
い
る
が
、
後

　
　
述
す
る
よ
う
に
、
供
犠
に
お
け
る
コ
ソ
ミ
ュ
ニ
オ
ソ
に
対
す
る
奉
献
や
贈
与
・
放
棄
の
優
越
性
は
結
果
的
に
は
極
め
て
あ
や
し
い
も
の
に
な
り
、

　
　
む
し
ろ
逆
転
す
る
。

（
筆
者
す
が
・
や
す
ひ
ろ
　
京
都
大
学
文
学
紹
〔
社
会
学
〕
助
手
）


